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研究成果の概要（和文）：本研究は過去、および同時代の日本人たちが明治維新に対して抱いていた複雑な感情を掘り
起こすことを目的としている。しばしば言われる、日本人は自らの近代化の成功を誇りとしてきたとする通説的見解に
反して、本研究は、多くの日本人の思想家・表現者たちが明治維新に対してむしろ両義的、ないし時として敵対的な姿
勢を示してきたという事実を明るみに出す。具体的に取り上げられるのは、小津安二郎、内藤湖南、山本七平などの作
品である。

研究成果の概要（英文）：The purpose of this study is to reconstruct the mixed emotions about the Meiji Res
toration among the Japanese people in the past and contemporary era.  It is often said that the Japanese w
ere proud of their success of modernization, however, this survey reveals the fact that many Japanese thin
kers and creators expressed ambiguous or sometimes antagonistic attitudes towards the Restoration, includi
ng Ozu Yasujiro, Naito Konan, Yamamoto Shichihei and others.
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１．研究開始当初の背景 
 
明治維新をいかに評価するかは、日本近代

史研究上の要石であり続けてきた。戦前以来
長らくの間は、マルクス主義ないし近代主義
の影響の下で、「明治維新＝近代化／西洋化」
自体は歴史の「進歩」として評価しつつ、し
かしモデルとなった「西洋」に比して「近代
化」の度合いが不徹底であったことを、「封
建遺制」や「天皇制」などのタームによって
否定的に評価するという視角が一般的であ
った。 
しかし 1990 年代以降には、「国民国家論」

「民衆史・民衆思想史」「政治思想史」など
の諸潮流が、それぞれ別個に、かつては自明
とされた上記の歴史叙述の前提を転覆させ
るに至った。各々の仔細は略するが、それら
三つの潮流に共通する含意は、「明治維新を
『西洋化』として肯定的に把握する姿勢は、
研究者にとって自明でないばかりか、同時代
人の実感とも齟齬する」ということであり、
むしろ当該時代を生きた人々の認識に則し
た「明治維新像」の再検討が強く求められる
状況が生まれたと言えよう。 
 
 
２．研究の目的 
 
「反・明治維新」感情＝明治維新およびそ

れ以降に成立した社会秩序に対する、否定的
な評価や情緒的反感の系譜を、維新直後から
現在に至るまでの長期間にわたって、通時的
に位置づけ、具体的にそこで「何が」嫌悪の
対象となり、その反発心を表明するのにいか
なる修辞（語り口、表現の技法）が採用され
てきたのかを、構造的に解析することで、近
現代を通底してきた日本人の思考パターン
を摘出し、それが帰結する社会思想的な含意
について、理論的な洞察をも導くことを目標
とした。 
 
 
３．研究の方法 
 
 維新直後から現在に至るまでの日本人が、
社会思想・歴史認識・時代小説・時代劇映画・
地域アイデンティティなどの様々な媒体で
表出してきた「反・明治維新」感情について、
日本思想史の最新の成果を踏まえた分析視
角の下に、資料読解を通じた新たな系譜づけ
を行った。 
 
 
４．研究成果 
 
 詳しくは次項「５．主な発表論文等」を参
照されたいが、主たるものに絞って述べると、
初年度には、単著『帝国の残影――兵士・小
津安二郎の昭和史』（NTT 出版、2011 年 1月）
を刊行した。同書では映画監督小津安二郎の

映像作品を歴史資料として読み解きつつ、小
津自身が従軍した日中戦争を「中国化論」の
観点から、〈中国的な帝国の幻想をつかの間
夢見た近代日本が、しかしその適性のなさゆ
えに果たせず、自滅した戦争〉として捉えな
おし、そして小津作品のなかにもそのような
「近代化＝中国化」の原点である明治維新に
対する呪い＝「反・明治維新」感情が看取さ
れる、という解釈を提示した。 
 2 年度目には、本研究のバックボーンとな
る歴史観を発信する単著『中国化する日本
――日中「文明の衝突」一千年史』（文藝春
秋、2011 年 11 月／のち文春文庫、2014 年 4
月）を公刊した。同書では内藤湖南、宮崎市
定、網野善彦、速水融ら史学史上に残る歴史
家たちの歴史観を、「中国化」と「江戸時代
化」という二つの理念型の下に一本に束ねな
おすことで、「多くの一般庶民にとって、明
治維新とは実は『西洋化の衣を纏った中国化
（郡県化）』であったに過ぎず、そのために
江戸時代的（封建的）な安定した秩序に郷愁
を感じる日本人は、近代以降も『反・明治維
新』感情に基づく江戸時代への郷愁を紡ぎ、
時として現実にも政治・経済体制の『再江戸
時代化』（コーポラティズム化）を行ってき
た」とする、議論の前提を学術界はもとより、
広く社会に訴えることができた。 
 3 年度目および最終年度には、上記『中国
化する日本』に描かれた歴史観をめぐって、
経済学者（池田信夫・與那覇潤『「日本史」
の終わり――変わる世界、変われない日本
人』PHP 研究所、2012 年 9月）、中世史家（東
島誠・與那覇潤『日本の起源』太田出版、2013
年 9月）など、他分野の専門家との討議の成
果を対談集の形で江湖に問うたほか、『中国
化する日本』自体の中国語（簡体字）版・韓
国語（ハングル）版を刊行する機会も得た。
特に前者の出版にあたっては、正規の学会発
表ではないため次項には記載しなかったが、
刊行元の招聘によって訪中し、北京師範大学
にて内容についての講演も行っている（「日
本正在中国化？／『中国化する日本』の教訓
――新しい日中関係のために」通訳=何暁毅、
コメンテーター=王新生、2013 年 6 月 7 日）。
同講演のテキストは「〔その他〕ホームペー
ジ等」に挙げたページ上にて、国内向けにも
公開している。 
 いうまでもなく本報告書をもって本研究
はいったん閉じられることになるが、上記に
挙げた人名のほかに「反・明治維新」を論ず
る上で重要な思想家／史論家として、山本七
平と江藤淳を発見したことも、申請当初には
予期しえなかった本研究の大きな成果であ
った。山本については次項に記載のとおり、
その歴史観の意義を網野善彦と対照しなが
ら検討する論文をすでに執筆済み（2014 年夏
刊行予定、印刷中）であり、また江藤につい
ても、できるだけ本研究から間をおかずに、
何らかの形で成果を公表したいと考えてい
る。 
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